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健年タイムズ

講
演
会
は
健
康
保
険
実
務
研

究
会
と
し
て
は
初
め
て
の
、
女

性
の
方
参
加
限
定
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。研
究
会
は
毎
回
、

健
康
保
険
の
実
務
に
対
応
し
た

内
容
で
し
た
が
、
受
講
生
か
ら

「
健
康
」、
特
に
女
性
の
健
康
関

連
の
テ
ー
マ
の
講
演
の
要
望
が

あ
り
、
開
催
の
運
び
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
講
演
は
鍵
谷
先

生
の
ご
専
門
で
あ
る「
女
性
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
健
康
」の

分
野
を
中
心
に
、
各
種
機
能
の

特
徴
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
と
心
身

の
健
康
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講

演
の
後
に
、
受
講
生
か
ら「
大

変
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。」

「
自
身
に
も
、
今
後
の
業
務
に

も
役
に
立
つ
内
容
で
し
た
。」

「
次
回
も
鍵
谷
先
生
の
お
話
を

お
聞
き
し
た
い
。」等
の
感
想
が

数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
本

誌
で
は
鍵
谷
先
生
が
当
日
に
お

配
り
し
ま
し
た
資
料
を
抜
粋
し

ま
し
て
掲
載
し
ま
す
。

（
ま
た
毎
回
、
受
講
に
関
し
て

は
参
加
料
は
い
た
だ
き
ま
せ
ん
）

「
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と

心
身
の
健
康
」を
講
演

鍵
谷
方
子
教
授（
人
間
総
合
科
学
大
学
）が

女性の方限定の健保実務研究会開催 11
月
7
日
、
全
面
改
修
が
終
わ
っ
た
横
浜
市
中
区
に
あ
り
ま
す
開
港
記
念
会
館
に
お
い
て
、
弊
社
主
催
の
第

11
回
健
康
保
険
実
務
研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
東
京
都
・
神
奈
川
県
か
ら
多
く
の
健
保
組
合
、
社

会
保
険
協
会
の
女
性
の
皆
様
が
参
集
さ
れ
、
講
師
の
人
間
総
合
科
学
大
学（
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
）の
鍵
谷
先
生

の
講
演
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

鍵
かぎたに

谷 方
ふさ こ

子先生
理学博士
人間総合科学大学大学院　教授
人間科学部　心身健康科学科
心身健康科学研究所　副所長

講演内容
1　ライフサイクルと健康
2　各種機能の生涯変化の特徴
3　ライフサイクルと女性ホルモンと心身

の健康

健康な心身の生涯変化の状況を知り、把握することでよりよく生きる一助としましょう（鍵谷先生）

▲
講
演
さ
れ
る
鍵
谷
先
生

▲

熱
心
な
受
講
生
の
皆
様

男性81.09歳 女性87.14歳 
 （2021年 男性81.47歳 女性87.57歳） 

 

 

 

男性72.68歳 女性75.38歳 
（厚生労働省，第16回健康日本21推進専門委員会資料に基づく， 

令和5年版高齢社会白書（概要版）） 

（2024年7月発表） 

平均寿命 

健康寿命 

ヒトの一生 

8.41歳 11.76歳 

日常生活に 
制限のない期間 

厚生労働省 
2000 健康日本21：健康寿命延伸を目標に定める 
2019 健康寿命延伸プラン：2040年までに男女とも健康寿命を3年以上延伸し，75歳

以上とする目標を定める． 

胎 児 期： 精巣から男性ホルモンが分泌される． 
 卵巣は女性ホルモンを分泌しない． 

      
思 春 期： 第二次性徴の発現 
      男性ホルモン，女性ホルモン分泌高まる. 
       
      
成人前期： 生殖腺の機能が完成 
            
成人後期： 女性はｴｽﾄﾛｹﾞﾝ産生されなくなり閉経． 
      男性ホルモンは徐々に低下． 
         
老 年 期： 性ホルモン分泌がさらに低下 

ライフサイクルと生殖器官の変化 

現代の女性の環境変化と健康 

吉村泰典：女性のライフサイクルと健康管理より 

 女性の社会進出 
 晩婚化 
 少子化 
 食生活の変化     

女性をとりまく環境の変化と心身の健康 

生涯の月経回数が著しく増加 
ストレスの増加 
  （生物学的規制と社会的認知との間の相違，種々の価値観の変化， 
   社会・家庭環境の変化，多様化） 

 

女性特有の心身の健康問題 

堀口雅子：臨床産婦人科産科54(7)864-871,2000より改編 
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エ
イ
ジ
ズ
ム
と
は
端
的
に
言
え

ば
、
年
齢
差
別
の
事
で
あ
る
。
年
齢

の
み
を
理
由
に
し
た
差
別
や
偏
見

で
、
特
に
高
齢
者
を
役
に
立
た
な
い

無
用
な
も
の
と
捉
え
る
年
齢
差
別
を

指
す
。
セ
ク
シ
ズ
ム（
性
差
別
）、
レ

イ
シ
ズ
ム（
人
種
差
別
）と
並
ぶ
主
要

な
差
別
問
題
と
さ
れ
る
。

米
国
イ
エ
ー
ル
大
学
の
レ
ベ
ッ

カ
・
レ
ヴ
ィ
は
、
年
齢
の
コ
ー
ド
を

破
る「
年
齢
解
放
運
動
」を
唱
え
て
い

る
。
こ
の
運
動
は
年
齢
に
対
す
る
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
思
い
込
み
や
、
固
定
観

念
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

レ
ヴ
ィ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
加
齢

に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
を
持

つ
人
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
て
い
る

人
に
比
べ
て
7
・
5
年
も
長
生
き
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
老
い
る

こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
、
老
い
な
い

人
は
い
な
い
。
加
齢
を
素
直
に
受
け

入
れ
る
こ
と
が
、肝
要
な
の
だ
ろ
う
。

ま
た
レ
ヴ
ィ
は
、
加
齢
は
恐
ろ
し

い
も
の
、
避
け
る
べ
き
も
の
と
宣
伝

す
る
こ
と
で
、利
益
を
得
て
い
る「
エ

イ
ジ
ズ
ム
加
害
者
」を
告
発
し
て
い

る
。
エ
イ
ジ
ズ
ム
に
よ
る
問
題
は
、

簡
単
に
言
う
と「
無
意
識
の
権
利
侵

害
」な
の
で
あ
る
。

日
本
社
会
は
ま
だ
、
高
齢
者
を

固
定
観
念
で
規
定
す
る
習
慣
が
あ

る
。
一
昔
前
は
年
を
と
っ
た
ら
隠
居

し
て
、
家
の
縁
側
に
で
も
座
っ
て
い

る
の
が
老
人
の
好
ま
し
い
姿
と
い
う

観
念
が
支
配
し
て
い
た
。
今
で
も
個

人
差
を
無
視
し
て
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
に
高
齢
者
を
と
ら
え
る
傾
向
が
あ

る
。
そ
れ
は
65
歳
で
定
年
退
職
す
る

と
い
っ
た
社
会
通
念
が
、
深
く
影
響

し
て
い
る
と
い
う
。
60
歳
に
な
っ
た

ら
こ
の
よ
う
に
生
き
、
70
歳
は
こ
の

よ
う
に
、
80
歳
は
・
・
・
。
本
人
の

考
え
や
個
人
差
と
は
関
係
な
く
、
社

会
や
他
者
が
規
定
す
る
。
こ
の
よ
う

な「
年
齢
の
コ
ー
ド
」を
打
ち
破
る
こ

と
が
エ
イ
ジ
ズ
ム
か
ら
の
解
放
に
と

っ
て
、も
っ
と
も
重
要
な
の
だ
ろ
う
。

（
弊
社
代
表　

菊
地　

均
）

浜風時報

令
和
6
年
12
月
2
日
か
ら
マ
イ
ナ

保
険
証（
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

登
録
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）

を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に
な
り
、
現

行
の
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
が
無

く
な
り
ま
す
。 

マ
イ
ナ
保
険
証
を

有
し
な
い
人
に
は
、「
資
格
確
認
書
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

令
和
6
年
9
月
以
降
、
協
会
け
ん

ぽ
等
の
保
険
者
か
ら
被
保
険
者
や
被

扶
養
者
あ
て
に
、「
健
康
保
険
の
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」や「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
登
録
の
案
内
」な
ど
の
通
知

が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
協
会
け
ん
ぽ
の
通
知

を
見
て
い
き
ま
す
が
、
健
康
保
険
組

合
や
共
済
組
合
等
の
加
入
者
は
、
加

入
し
て
い
る
保
険
者
に
問
い
合
わ
せ

ま
す
。

協
会
け
ん
ぽ
が
発
行
し
て

い
る
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
で
確
認
す
る
こ
と

協
会
け
ん
ぽ
は
、
会
社（
事
業
主
）

経
由
で
被
保
険
者
と
そ
の
被
扶
養
者

宛
て
に「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」を

送
付
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
記
載
さ

れ
て
い
る
健
康
保
険
の
資
格
情
報
を

確
認
し
、
通
知
書
の
左
下
に
あ
る

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」は
、
受
診

す
る
際
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
点
線
で
切
り
取
っ
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
併
せ
て
保
管
し
て
お

き
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す

る
に
は
、
正
確
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

登
録
が
必
要
な
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行

健
保
・
年
金
相
談
室

ー
の
登
録
状
態
に
よ
り
、「
①
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
下
4
桁
の
記
載
が
あ
る
お

知
ら
せ
」と「
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
下
4

桁
の
記
載
が
な
い
お
知
ら
せ
」の
2

種
類
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

協
会
け
ん
ぽ
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
又
は

登
録
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
登
録
申
出
書
」も
同
封

さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
6
年
12
月
2
日

以
降
の
受
診
方
法

1
マ
イ
ナ
保
険
証

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
登
録
し

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

2
マ
イ
ナ
保
険
証
＋
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
の
資
格
情
報
画
面（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
）

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
い
な
い
医
療
機
関
を

受
診
す
る
と
き

3
マ
イ
ナ
保
険
証
＋
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
い
な
い
医
療
機
関
で

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
た
ず
に
受
診

す
る
と
き

4
健
康
保
険
証

令
和
6
年
12
月
2
日
以
降
、
健
康

保
険
証
の
新
規
発
行
は
廃
止
と
な
り

ま
す
が
、
現
在
使
用
し
て
い
る
健
康

保
険
証
は
、
退
職
等
で
資
格
喪
失
に

な
ら
な
い
限
り
、
令
和
7
年
12
月
1

日
ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

5
そ
の
他

令
和
6
年
12
月
2
日
以
降
の
新
規

取
得
者
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、「
資
格

確
認
書
」で
受
診
可
能
で
す
。
詳
細

は
協
会
け
ん
ぽ
や
健
康
保
険
組
合
等

の
保
険
者
に
確
認
し
ま
す
。

（
出
典
：
協
会
け
ん
ぽ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
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